
《標準酸化還元電位》

K ＋ ｅ K －2.92(Ｖ)+ - Ê

Ca ＋ 2ｅ Ca －2.872+ - Ê

Na ＋ ｅ Na －2.71+ - Ê

Mg ＋ 2ｅ Mg －2.362+ - Ê

Al ＋ 3ｅ Al －1.663+ - Ê

Ｚn ＋ 2ｅ Zn －0.762+ - Ê

Ｆe ＋ 2ｅ Ｆe －0.442+ - Ê

Ni ＋ 2ｅ Ni －0.252+ - Ê

Sn ＋ 2ｅ Sn －0.142+ - Ê

Pb ＋ 2ｅ Pb －0.132+ - Ê

2H ＋ 2ｅ H 0.00+ - Ê 2

Cu ＋ 2ｅ Cu ＋0.342+ - Ê

Hg ＋ 2ｅ Hg ＋0.792+ - Ê

Ag ＋ ｅ Ag ＋0.80+ - Ê

Pt ＋ 2ｅ Pt ＋1.202+ - Ê

Au ＋ 3ｅ Au ＋1.423+ - Ê

【問題】

Ｚｎの標準酸化還元電位が、－0.76(Ｖ)、Ｃｕが＋0.34(Ｖ)であれば、ダニエル電池の起電力はいくらか。

（ 1.1 Ans 1.1 V＋0.34 － －0.76） ＝ ＋ (Ｖ)

が基準2H ＋ 2ｅ H+ -Ê 2

基準

自由ｴﾈﾙｷﾞｰの基準

基準はどこにとってもよいが、０を間に挟む場合には正負の符号の意味を理解すること

aＺn ＋ 2ｅ Ｚn －0.76(Ｖ) H2+ - → －(負)…… より電子を受け取りにくい……+

bCu ＋ 2ｅ Cu ＋0.34(Ｖ) H2+ - → ＋(正)…… より電子を受け取りやすい……+

H 2H ＋ 2ｅ より Ｚn Ｚn ＋ 2ｅ が優先することを意味する。aは、水溶液中では、 『 』2→ →+ - -2+

2H ＋ 2ｅ H より Cu ＋ 2ｅ Cu が優先することを意味する。bは、水溶液中では、 『 』+ - -→ →2
2+

Ｖ０

－0.76(Ｖ)

＋0.34(Ｖ)

ｑ:電荷エネルギー(ｑV)

Ｃｕ ＋ 2ｅ Ｃｕ Δ0.342+ - →

(Ｖ)Δ1.1

Ｚn Ｚn ＋ 2ｅ Δ0.76→ 2+ -

＋0.76ｑ

０

－0.34ｑ

電位差(Ｖ)

電子のもつエネルギー

電気力 電荷 電界の強さ＝ ×

（クーロン力）

Ｆ ＝ ｑ Ｅ×

Ｎ Ｃ × Ｎ／Ｃ＝
ニュートン クーロン

Ｃ × Ｖ／ｍ＝

Ｆ ｓ ＝ ｑ Ｅ ｓよって × × ×

Ｗ(Ｅ) ＝ ｑ Ｖ×

Ｅ ＝ ｑ Ｖ×

エネルギー 電荷 電圧(電位差)

電子ボルト（ electron volt）

電子ボルト（エレクトロンボルト, electron volt）は、エネルギーの単位である。

素粒子の質量の単位としても使われる。1 V の電位差がある自由空間内で電子１個が

もつエネルギーが 1 eVである。 1 eV＝1.60217733×10 J－19

電子１モルのもつエネルギーは、

1.602×10 × 6.022×10 ＝9.649×10 (J/mol)－19 23 4

（電子１モルのもつエネルギーを、１電子ボルトと定義する場合もある。）

１クーロンの電荷に１Ｎの力が

働く電界（電場）の強さ

（電子ボルト）Ｅ ＝ ｅＶ

Ｎ ｍ Ｃ Ｖ／ｍ ｍ

ＣＶＪ(ｼﾞｭｰﾙ)



起電力と自由エネルギー

Ｚ の反応物（Ｚn＋Ｃｕ ）が、生成物（Ｚn ＋Ｃｕ）に変わるとき、(グラム当量)
２＋ ２＋

ＺＦ の電気量が流れ、外部にＺＦＥ の仕事をする。(クーロン) (ジュール)

１グラム当量……１Ｆ（＝96500Ｃ）の電気量で析出する量

Ｚ …………グラム当量数

Ｆ …………96500 （Ｆ：電気当量）(Ｃ／グラム当量)

１グラム当量は､96500クーロンで析出する量

Ｅ …………電池の起電力

起電力（electromotive force, EMF）

電流の駆動力のこと。 または、電流を生じさせる電位の差（電圧）のこと。

単位は電圧と同じボルト(V)を用いる。

(グラム当量) (Ｃ／グラム当量) (Ｖ)グラム当量数 × 96500 × 起電力

Ｚ Ｆ Ｅ

ＺＦＥ （ＣＶ＝Ｊ）

可逆条件で、外部にＺＦＥ の仕事をする。(ジュール)

ΔＧ＝－ＺＦＥ （－:外部に）

（ΔＧ＜０で、Ｅ＞０）

グラム

質量を１グラム当量の質量で割ると、グラム当量数が求まる。

当量数 ＝
１グラム当量 ｇ/グラム当量

質量 ｇ

∴ Ｅ＝
－ΔＧ

ＺＦ
＝

ＲＴÉｅ Ｋ

ＺＦ

有効濃度を表すために活量を定義する。

ａ：活量

γ(ｶﾞﾝﾏ)：活量係数

Ｃ ：モル濃度

電池反応

例） Ｚn ＋ Ｃｕ Ｚn ＋ Ｃｕ （ダニエル電池）２＋ ２＋Ê

ａＡ ＋ ｂＢ ｃＣ ＋ ｄＤÊ

標準状態……反応に関与する全ての化学種の活量が1の状態

活量 ＝ γ Ｃａ
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